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研究要旨 我々は全脊柱に広がる後縦靭帯骨化症（OPLL）の危険因子は女性・

肥満・頚椎 OPLL の存在する椎間の数であることを報告してきた。特に重度の骨

化傾向をもつ症例では頸椎のみならず胸腰椎においても骨化巣が脊髄を圧迫する

ことがあり、十分な精査を要する。そこで今回大規模他施設データより、全脊柱

にわたる重度の OPLL が存在する症例において、脊柱のどの部位に骨化巣が好発

するかを詳細に評価したので報告する。 

 

Ａ．研究目的 

脊椎全体に広がる後縦靭帯骨化症

（OPLL）の危険因子は女性・肥満・頚椎

OPLL であることを発表した。頚椎以外の

胸腰椎レベルにおいても脊髄へ障害を及ぼ

すことが知られており、特に全脊柱にわた

り広範囲に見られる重度靭帯骨化症患者の

骨化巣の局在パターンを理解することは重

要である。そこで大規模多施設研究の下、

全脊椎にわたって OPLL が存在する OP 

index20 以上の症例における骨化巣の分布

の特徴を詳細に調査したので報告する。 

 

Ｂ．研究方法 

厚労科研脊柱靭帯骨化症研究班に所属す

る 20 施設より、いずれも各施設の倫理委員

会の承認のもと頚椎 OPLL 患者における全

脊柱コンピューター断層撮影（CT）正中矢

状断を収集し、年齢、性別、身長、体重、

糖尿病併存の有無が評価できた 322 例を対

象とした。骨化の重症度を測る指数として 

 

 

頚椎・胸椎・腰椎それぞれの部位の骨化巣

の総和を OP index と定義した。読影は脊

椎 脊髄 病医 5 名 で行 った 。全 脊柱

OPindex20 以上を重度骨化群とし、322 例

全体の各高位における骨化頻度と比較する

ことで重度骨化群がどのレベルで骨化巣の

発生頻度が多いか詳細に調べた。 

 

Ｃ．研究結果 

OP index20 以上の重度骨化症例は 27 例

（8.4％）であった。重度骨化群では頚椎に

おいて骨化発生頻度は 322 例全体と比べお

よそ 1-2 倍であった。胸椎において 3.8-8

倍、腰椎において 2.8-11.9 倍と骨化巣の発

生頻度が増加していた。また椎間板レベル

では特に T2-T5 で 4.6-5.2 倍、椎体レベル

ではT9とT12で 7.2-8.3倍とほかのレベル

と比べより頻度が高かった。腰椎では椎間

板レベルより椎体レベルでの骨化存在頻度

が高くなる傾向がありL2から S1までの椎

体レベルで 6.2-11.9 倍であった。また、男

女別でみると男性では上・下位胸椎と下位
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腰椎の椎体レベルで骨化が好発していたこ

とが分かった。これに対し女性では高位に

偏りなく広汎に骨化が多発していたことが

分かった。 

 

Ｄ．考察、 

OPLL の疫学データを基にした発生頻度

の報告は欧米で 0.1-1.3%、日本で 1.9-4.3%

と記されている。また頚椎 OPLL は胸椎も

しくは腰椎に OPLL が併存することも珍し

くなく、脊柱の他の部位にも脊髄圧迫を来

す骨化性病変の検索も必要不可欠となる。

特に重度骨化症例では、頚椎よりも胸椎に

厚みのある広範囲に存在する骨化巣が脊髄

障害の主因となりうるケースもあり、注意

が必要となる。今回大規模多施設のデータ

を用い、OP index20 以上の症例を詳細に検

討したが、上位胸椎椎間板レベルと下位胸

椎・腰仙椎の椎体レベルに OPLL が高頻度

に存在することが分かった。これらの部位

に骨化が存在する場合、全脊柱にわたり神

経障害をきたす可能性のある病変の検索が

有用であり、場合によっては他部位におけ

る脊髄圧迫が見いだされることもありうる。

本研究で示した重度の OPLL 症例を多数集

め、解析した報告はなく、新たな知見が得

られたと考えている。 

 

Ｅ．結論 

20施設より頚椎OPLL患者322例の全脊柱C

T正中矢状断を収集し、全脊柱にわたる重度

骨化症患者の骨化パターンを検討した。OP

 index20以上の重度骨化症例において、男

性では上位・下位胸椎および下位腰椎椎体

レベルにおけるOPLLの発生頻度が高く、女

性は高位に偏りなく広汎に骨化が多発して

いた。 
 
Ｆ．健康危険情報 
  総括研究報告書にまとめて記載 
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